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V140a 宇宙マイクロ波背景放射Bモード偏光観測実験POLARBEAR-2のレシーバー
システムの光学試験
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POLARBEAR-2(PB-2)実験は、宇宙マイクロ波背景放射 (Cosmic Microwave Background radiation, CMB)
の偏光の精密観測により、インフレーション理論の予言する原始重力波や宇宙の大規模構造による重力レンズ効
果が刻んだ Bモード偏光の検出を目指す。
PB-2は検出器に 7588個もの超伝導転移端 (Transition Edge Sensor, TES) ボロメータを採用し、高い統計感度
を得る。また、95GHzと 150GHzの２帯域同時観測により、前景放射の除去を行う。
PB-2のレシーバーシステムが現在高エネルギー加速器研究機構で開発中であり、冷却試験、読み出し試験、光学
試験を継続的に行っている。発表者は、平面走査法やナイフエッジ法によるビームの形状の測定や、フーリエ分
光器による周波数特性の評価等の光学試験を行っている。
本講演では、PB-2レシーバーシステムの光学試験の進捗について述べる。


